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で空間位置を表わすとして (a),(b),(C)は各々r-5mm, r-47mm, r-89mmであるO 空
間位置の違いによりアトラクタの形状もかなり異なっているように見えるO
【?????? ?
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図5は,さらにレ-リ数を上げたときの "effectivedimension" の測定例である (R/Rc
-34.9)｡ レ- リー 数の増加と共に次元も増加
してゆく｡より発達した乱流になり明らかに空
間的コヒーレンスが破れた場合,局所的測定か
ら得られた次元の物理的意味は未だ議論の余地
があろう｡アスペクト比の大きい系の観測は局
所的な測定でなく空間全体の同時観測が必要と
なってくると考えられる｡そして,流体のダイ
ナミクスにもっと立ち入った視点からのコヒー
レンスの有無の判定法や,その定義自体が今後
の重要な問題となってくるであろう｡
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